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新年度が始まり、新しい環境に慣れ始めて

きた一方、心身ともに疲れが出やすく、体調

を崩しやすい時期でもあります。元気に過ご

す為にも規則正しい生活リズムを心掛けまし

ょう。お子様が心身共に健やかに育ちますよ

う、保健に関する情報を年４回「ほけんだよ

り」でお知らせしていきますので、よろしく

お願いします。 

成長の過程で噛みつきやひっかいたり、押したりしてしまう事が
あります。特に乳児クラスの０～２歳児で目立ってきます。行動の
理由として 

❶言葉の代わりの意思表示として 

子どもは自我が芽生えてくると「あれがしたい。これがしたい。」
と、色々な欲が出てきます。また、お友達と関わりたいという気持
ちも強くなってきます。けれども、言葉で自分の意思がうまく伝え
られず、つい、引っ掻くことや噛みつくことで、         
自分の気持ちを表現したり、お友達と関わろうと         
することがあります。 

❷甘えている時に遊びとして 

甘えている気持ちを伝えるために噛む場合もあります。 

上手く相手に伝わらない歯がゆさは、誰もが経験してきた事だと
思います。頑張って伝えようとしている子の気持ちに寄り添い、代
弁したり、受け止めていく事が大切です。じっくりと子どもの声に
耳を傾けて、成長を見守っていきましょう。 

子どもの気持ちに寄り添って 


